
災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 　製造部門 雇用形態 正社員　、派遣、契約、その他（　　　　　）

災 年齢 　29歳 性別：　男　　女 勤続年数 7年 　ヶ月 経験年数 3年 　ヶ月

者 傷病名

傷病部位

①　消火訓練の為、消火器班の集合場所に集合し、 状況概略（写真orイラスト）＜当日の消火器班の動き＞

災 　　消火器をカゴ台車から取り出す際に消火器で

　　右膝外側を強打した。

害 ②　訓練終了後、痛みが増してきたので、診療所にて

　　看護師さんに応急処置を行ってもらった。その際、

発 　　腫れと痛みが引かなければ、整形外科を受診

　　するように勧められた。

生 ③　腫れ痛みも引いた為、湿布を貼って様子を見た。

④　6日経っても踏ん張ると膝に痛みがあったので、

状 　　整形外科を受診したが、骨に異常はなく、その後

　　も様子を見た。

況 ⑤　9日経っても膝の痛みが引かない為、医師の

　　勧めで、精密検査を受診することにした。

災害の型※１）　　：3　激突(当たる・ぶつかる) 作業の形態：定常、非定常、その他（　　　　　）

起因物： 消火器 特記事項 特になし

1.人的要因(man)：消火器を持ち上げ過ぎた・消火器を急いで取り出した

原

因 2.物に関する要因（machine）：カゴ台車の金網が高い

分

類 3.環境要因（media)：特に無し

4.管理的要因（management)：特に無し

①消火器班長は、消火器を下ろす前にカゴ台車の金網を下げて、カゴの高さを低くする。

対 ②消火訓練の際、準備した水消火器は、約１ｍの間隔を開けて地面に置く。

③消火器班員は、水消火器を持ち上げるとき、高い位置にあげない。

策 ④消火器班長は消火器班員に今回の災害発生状況、原因、対策を教育する。なお、消火器を持って

移動するときも同様の危険があるので、運搬袋の使用など検討する。

対策分類
※2)

：1-2災害・事故の想定と対応、1-5変更管理、1-6 教育、2-1 マネジメント、2-4 危険認識

※１）①から選択 ※２）②から選択（複数可）

右膝外側打撲及び炎症

右膝外側

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

発生会社　事業所 　

　2017年　5月　16日（火）　　13時　10分　　　天候（ 晴 ）　温度（　　　℃）湿度（　　％）

災害区分 　　　　　不休災害　　　　　　　　　　　休業災害　(休業：△日）　　

カゴ台車 

①集合場所に駆けつ

②消火器を台車から取り

③消火器取り出し後、 

 待機位置に集合 

消火器班待機位置 

   再現写真 

取り出す際に発生！ 
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